平成２８年度版「みーもの森づくり事業」の応募の手引き
１．趣  旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
島根県では、水資源のかん養、県土保全や緑の景観等すべての県民が等しく享受している安全・安心で心豊かな生活に不可欠な公益的機能を有する森林は県民共有の財産という認識に立ち、荒廃森林を再生させ水を育む緑豊かな森を次世代に引き継いでいく責務を果たすことを水と緑の森づくり税の目的としています。
この事業では、県民のアイデアと参加を基本としており、新しい森づくりや身近な緑の整備、県産木材を活用したまちづくりなどの活動、森林環境教育に対し、水と緑の森づくり税を財源とする交付金を交付して支援し、シンボルキャラクター「みーもくん」が好んで暮らせるようなきれいな森林が増えることを願っています。
　
２．交 付 対 象 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　次の事項を満たしている市町村、自治会、森林組合、林業事業体、特定非営利活動法人、施設管理者、企業、学校、PTA、公民館その他の団体等です。
　　
（1） 水と緑の森づくり税条例の趣旨を十分に理解している者
（2） 県内に事務所を置きかつ県内で活動している者
（3） 暴力団又は暴力団の構成員であると認められない者
（4） この事業に関する会計及び経理を明確に行い、報告できる者
（5） この事業において実施する調査に事業終了後も協力できる者
３．事 業 の 実 施 基 準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　

　　（１）実施期間は平成２８年度とする
　　（２）対象森林は国有林を除く
（３）この事業により得た若しくは得る予定の交付金を団体の運転資金として利用しない
（４）宗教活動や特定の公職者（候補者を含む）または政党を推薦、支持、反対することを

　　　　　 目的とした事業でないこと

　　（５）各種法令に違反していないこと
　　（６）県内で事業を実施すること
　　（７）県産木材はしまねの木認証材とすること

（ただし、資材の調達に急を要するものについては、原木の生産地等について木材市場または素材生産者が証明した証明材も対象とします）
    （８）この事業で発行する印刷物や購入した用具、製品、看板等にはこの交付金による支援をうけていることをかならず明記し、事業のPRに努めること
　　
４．事 業 の 種 類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　事業は大きく次の３つに分かれます。（詳細は「みーもの森づくり事業費交付金交付要綱」別表１参照）
（1） 　森を保全する取組　　　　
県民自らが企画・立案し、実行する森づくり活動です

	対象経費
	●森づくり活動における植栽・下刈りなど森の保全用資材代など

●地拵えなどの自分たちで実施できない作業についての作業委託経費

●講師料、医療スタッフ手配などの経費

	交付の率
	1/2以内
（ただし、個人の所有とならない資材、５万円未満の用具･用品･機械、事前準備等他者への作業委託、事業PR用看板については10/10以内）

	交付金の下限～上限
	50万円～200万円/件
（継続支援事業については2.5万円～5万円、ただし植栽後の下刈り、竹林伐採後の管理については2.5万円～20万円（過去１年１事業上限5万円×4年分＝20万円））


（２）　森を利用する取組　　　　　　　
　　　県民自らが企画・立案し、県産の木材を利用して、多くの県民の皆さんに木に親しんでもらう活動です
	対象経費
	●公共施設、商店街等不特定多数の県民が利用する場所において県産の木材、木製品を利用する取り組みの経費

●自分たちではできない設計・加工・設置経費を木材業者等へ委託する経費
●講師料、医療スタッフ手配などの経費

	交付の率
	1/2以内

(ただし、県産の木材代、他者への作業委託、事業PR用看板については10/10以内)

	交付金の下限～上限
	50万円～200万円/件
（継続支援事業については2.5万円～5万円）


※継続支援事業とは、過去にみーもの森づくり事業を実施した団体等が交付金を受けた事業内容を継続、または「再生の森事業」で竹林伐採を行った森林を維持管理させるための事業です

（３）　森で学ぶ取組（みーもスクール）　　　　

県民自らが企画・立案し、小中学校で継続的に森林環境教育を行う活動です

	対象経費
	●森林環境教育で必要な資材代、移動に伴うバス代など

●講師料、スタッフなどの経費

●１校４０万円以内　１団体４校まで（１校当たり３回以上授業を実施すること）

	交付の率
	1/2以内

（ただし、講師謝金、スタッフの賃金、個人の所有にならない資材、５万円未満の用具･用品･機械については10/10以内）

	交付金の下限～上限
	20万円～160万円/件


５．募 集 締 め 切 り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

森を保全する取組、森を利用する取組、森で学ぶ取組（みーもスクール）
　　平成２８年４月１３日（水）　必着

　

６．応 募 方 法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業の詳細な内容等については、

「実施要領」にある「みーもの森づくり事業提案書」（様式１号）（様式：下記の林業課ホームページからダウンロード又は提出先に請求）及び添付書類を、下記の窓口に提出してください。
団体の定款や事業に要する見積書など、審査のうえで必要な書類の添付をお願いします。
  　　また、「みーもの森づくり事業提案書」の作成等について疑問な点があれば、相談窓口にご相談ください。
（１）林業課ホームページ　http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/ringyo/mizumori/
(２)提出先・相談窓口
	総　合　窓　口
	島根県農林水産部林業課
	TEL0852-22-5170

	松江・安来地域にお住まいの方
	島根県東部農林振興センター
	TEL0852-32-5665

	雲南・仁多・奥出雲地域にお住まいの方
	　　　　〃　　　　雲南事務所
	TEL0854-42-9562

	出雲地域にお住まいの方
	　　　　〃　　　　出雲事務所
	TEL0853-30-5579

	浜田・江津地域にお住まいの方
	島根県西部農林振興センター
	TEL0855-29-5611

	大田・邑智地域にお住まいの方
	　　　　〃　　　　県央事務所
	TEL0855-72-9563

	益田・鹿足地域にお住まいの方
	　　　　〃　　　　益田事務所
	TEL0856-31-9583

	隠岐地域にお住まいの方
	隠岐支庁農林局
	TEL08512-2-9648


７． 採 択 ・ 決 定 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（１）提案書の内容を審査するとともに、「水と緑の森づくり会議委員」の意見を踏まえ、適当と認められた事業について予算の範囲内で採択する
（２）採択した事業については、実施方法・執行額などについて条件を付す場合がある
（３）事業によって購入した50万円以上の機械・器具類については、森づくりを行う他の団体・個人から借用依頼があった場合は可能な限り貸し出すこと
　
８．検査・確認について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　（１）概算払い　（出来高を確認する）
　　　　　　・毎月月末までの完了分を概算払い請求できる

　　　　　　・ただし概算払いは2月末完了分までとし、3月完了分は精算払いとする

　　　　　　・継続事業については、概算払い請求は１回のみとする。
　　　　＜確認内容＞

1 提出された報告書、状況写真の確認

2 支出証拠書の確認（請求書でも可）　（※書類が揃えば全額概算払いが可能）　　　　　　　　　　　

3 その他の確認（現地、備品など）
（２）実績報告
　　　　・事業完了後に行う

　　＜確認内容＞
①　専用の預貯金口座及び帳簿の支出状況を確認。

②　領収書の確認

　　　

９．その他　　　　　　　　　　　　　　
　　　　主な注意点
　　　　　　・みーもの森づくり事業専用預貯金口座を開設する

・5ヶ年計画を作成し、事業実施の翌年から4年間は活動報告をすること（みーもスクールを除く）
　　　　　　・2月末には事業を終え、概算払いを活用すること
　　　　　　
１０．事務手続きフロー図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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１１．Q&A（よくある質問と回答）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　個人で森づくりに取り組みたいが、事業提案できるか
	A　できません。

　　森づくりは自然への人為的な働きかけであり、途中で事業を中断してしまうことはかえって自然破壊につながりかねないことから、適切な事業の実施・完了と継続的な取組がかかせません。個人では不測の事態等に対応できず継続性が担保できないため、交付対象者を団体に限定しています。



２　団体であればどんな団体でもいいか
	A　みーもの森づくり事業実施要領第３に掲げる事項をすべて満たし、複数の人員で構成され、団体の活動目的などを明記した規約等を備え、適正に会計処理ができる集団としています。

そのため、自治会やNPOといった、地域に密着した団体など幅広く事業実施が可能です。


３　交付金の上下限はあるか

	A　あります。補助率は１／２以内（原則）
　　・新規事業：上限は200万円　下限は50万円　

　　　だだし、森で学ぶ取組（みーもスクール）は20万円～160万円（１校４０万円、４校まで）

・継続事業：上限5万円　下限2万5千円（過去にみーもの森づくり事業等で採択された事業の継続実施）

　だだし、植栽後の下刈り、竹林伐採後の管理については上限20万円　下限2万5千円
　　（過去１年１事業上限5万円×4年分＝20万円）


　　例（最大の場合）　　　　　　　事業後４年間事業実施可能

　　　　　　平成２２年度新規事業

平成２３年度新規事業

平成２４年度新規事業

平成２５年度新規事業

平成２６年度新規事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年度

継続事業対象　　計１５万円




４　事業費の上下限はあるか

	A　事業費の上限はありません。

　　交付金額を超える金額については、交付対象者の自己負担となります。


５　講師の旅費や報償費は交付対象になるか

	A　交付対象です。
　●森を保全する取組、森を利用する取組

　講師謝金は上限5万円以内／回の1/2以内が交付の対象となります。

講師旅費は、県内交通費は上限8,000円以内/日の1/2以内とし、宿泊費・県外からの交通費については実費の
1/2以内となります。

※県外の場合は県の旅費規定と比較し、高額な場合は、修正をお願いします。

●森で学ぶ取組（みーもスクール）

講師謝金は上限25,000円以内／回の10/10以内が交付の対象となります。
　※ただし、島根県森林インストラクター、自然観察指導員、自然体験活動指導員等は上限15,000円以内／回となります。
なお、主な講師は１回の教室で３名までとし、全体を通して１/3は森林技術サポーター（個人登録）である必要があります。
※講師謝金等が発生する場合は提案書中に講師の住所等を記載する必要がありますのでご承知ください。


６　有償ボランティアスタッフとは何か、また、支払える賃金はいくらか
	A　例えば植栽行事などのイベントを実施するにあたり、事前準備や当日において中心的役割を果たす人物で、賃金を支払うスタッフです。
　●森を保全する取組、森を利用する取組

当日地元の人100人が植栽に参加したから全員に報償費を支払えるというわけではありません。

交付の対象となる実人員は２名までとし、交付金額は、5，400円/人日の1/2以内とします。

ただし、団体の経常的な運営経費に充てることはできません。
●森で学ぶ取組（みーもスクール）

人数の規定はありません。だだし、１校４０万円の中で適正な人数、各団体の通常の規定された賃金で積算してください。


７　概算払いはできるか

	A　できます。
　　毎月月末までの実施完了分について翌月の10日までに所定の様式により請求することができます。

ただし、概算払いの対象を2月末完了分までとしており、3月実施分については精算払いとしているため、できる限り2月までで事業を完了するようお願いしています。

　　また、継続事業については、概算払い請求を１回のみとしております。

　　なお、完了検査の際には領収書の確認をします。精算払いの場合は立替払いをする必要がありますのでご注意下さい。



８　この事業の交付金を団体の通常の運転資金として利用して良いですか

	A　できません。

　交付金はあくまでも提案を採択された事業のための経費であり、通常の運転資金としては利用できません。



９　この事業の採択にあたり重視することは何か

	A　平成２７年度は、事業採択にあたり以下の7つの項目に着目し水と緑の森づくり会議で審査しました。

1 水と緑の森づくり事業で行うことが最もふさわしい提案であるか
　　　②森づくりを次世代に引き継ぐ工夫があるか
　　　③県民による自主的な活動であるか
　　　④地域の実情や特性に応じた創意工夫・独自性があり、問題解決が期待できるか
　　　⑤他団体や異業種、異世代等を巻き込むなどの展開性、地域への波及性があるか
　　　⑥取り組む内容の継続性などがあるか
　　　⑦目的に対する事業の実施時期や内容、参加者などは具体的に示されているか
　　　⑧水と緑の森づくり事業によって行われているとわかる広報活動が含まれているか

なお、要望金額が予算を上回った場合は、上記等の項目で優先順位を付け、順位の高いものから予算を配分します。


１０　森で学ぶ取組（みーもスクール）の交付金、主な講師の考え方は？
	A　交付金は１校当たり上限４０万円　１団体４校までとしています。

　　４校で実施であれば、１６０万円の中で４校、各校３回以上の授業を実施して下さい。
　また、 主な講師は３名以内／回とし、全体を通じて１／３は森林技術サポーター（個人）を活用して下さい。

　　森林技術サポーターは県が認定した森づくり活動に関して指導･助言を行う専門的な知識や経験を有する者で、
  島根県森林インストラクターや樹木医、自然観察指導員などの資格を持った方を認定しています。
　

島根県では、森林に関する支援を必要とする団体に、森林技術サポーターを紹介する「島根森林活動サポートセンター」を運営していますので、ご活用下さい。
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